
今後も積極的に環境教育を進めます！環境に良いことを一緒に学びましょう！

市内９校、８８１人の小学生に、身
近にいる野生動物とのふれあい
をテーマに、命の尊さを知る「い
のちの授業」を開催しました。

ごみの分別や収集への理解のた
め、仮設のごみステーションを設
置して実際に収集作業を行う「ご
み収集体験」を実施しました。

ごみ削減や地球温暖化をテーマ
に市民と市長が環境問題につい
て議論し、今後の環境問題への取
り組みについて考えました。

ＣＯ２削減行動の推進のため、全町
内会を対象に出前講座を開催。
４００人以上の市民が参加し、削減
への取り組み方法を学びました。

環 境 教 育

環境に関するパネルディスカッションの開催や、ＣＯ２削減出前講座、ごみ収集体験、野生生物との
ふれあい講座（いのちの授業）など、環境に良いことを学ぶ６事業を実施しました。

eco 意識を高めるためにAction
04 地球にイイコとしよう！

出前講座

パネルディスカッション

ごみ収集体験

いのちの授業

自 然 環 境
貴重で美しい自然環境を守るために

自然を守ろう！

豊かな自然を守ることの大切さを学ぶ目的で、水生生物観察会やウトナイ湖の漁業体験、探鳥会
など６事業を行いました。また、記念植樹祭や花いっぱい運動などにより、緑化に努めました。

Action
03

昨年５月に高
丘森林公園で
記念植樹祭を
開催しました。
約１５０人の市

民が参加し、エゾマツ、トドマツなど
約２，４００本を植樹しました。

美しい自然環境を体感できるイベントを今後も開催します！ぜひ参加しましょう！

昨年８月にア
ルテン内の覚
生川で水生生
物観察会を開
催しました。

きれいな水に棲む生物を観察し、美
しい自然環境の大切さを学びました。

昨年９月にウ
トナイ湖で漁
業体験と湖岸
清掃を行いま
した。自然の

豊かさや命の尊さを直接感じ、自然
を守ることの大切さを学びました。

水生生物観察会 記念植樹祭ウトナイ湖漁業体験

で
き
る
こ
と
か
ら
始
め
よ
う
！

　

ｅ
ｃ
ｏ
ラ
イ
フ
大
作
戦
は
期
間
を
１

年
間
に
限
定
し
、
集
中
的
に
環
境
問
題

に
取
り
組
む
事
業
と
し
て
展
開
し
て
き

ま
し
た
。
し
か
し
、
こ
れ
は
き
っ
か
け

に
過
ぎ
ま
せ
ん
！

　

私
た
ち
一
人
一
人
が
ラ
イ
フ
ス
タ
イ

ル
を
見
直
し
、
エ
コ
活
動
を
続
け
な
け

れ
ば
、
複
雑
で
多
様
化
す
る
環
境
問
題

を
解
決
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

　

身
近
に
で
き
る
エ
コ
活
動
と
し
て
は
、

無
駄
な
電
気
を
消
す
。
ご
み
を
き
ち
ん

と
分
別
す
る
。
マ
イ
は
し
や
マ
イ
バ
ッ

グ
を
利
用
す
る
な
ど
が
あ
り
ま
す
。
こ

れ
ら
は
小
さ
な
取
り
組
み
で
、
環
境
問

題
の
解
決
に
つ
な
が
る
と
は
実
感
し
づ

ら
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
一

人
一
人
の
小
さ
な
積
み
重
ね
が
、
環
境

問
題
解
決
の
第
一
歩
と
な
り
ま
す
。

今、できることから
始めてみよう！

イイ コ
地球にecoとしよう !!

今後もエコライフに
ご協力お願いします！

7 広報とまこまい　平成２２（２０１０）年・６月

特集　環境に優しいライフスタイルを目指して　　　　 ライフ大作戦～０５３ステージ２～ｅｃｏ

広報とまこまい　平成２２（２０１０）年・６月 6

１人１日１０ｇのごみ排出量の削減

世界の子どもにワクチン運動 リサイクルハウス設置助成

今後も限りある資源を有効に利用し、ごみの減量に努めましょう！

ペットボトルキャップを回収し
て売却し、発展途上国へのワク
チン購入代とする事業を実施し
ました。

ごみ排出量の削減を目指し、ごみ減量の啓発事業を展開しました。無駄なものを買わない、資源を大切にする、分別
を徹底するなどごみの減量とリサイクルの推進に向けた取り組みを展開しました。

�

�集団回収結果（リサイクルハウスでの実績）

平均３月２月１月１２月１１月１０月９月８月７月６月５月４月項目
７０４６６１５７６６３９７１８６７０６９７７７９７４０７６３７４２７５８６８７２０年度【ｇ】

６９８６３２５６２６２３６７９６７５７０２７３２７６７７５０７９４７２３７２６２１年度【ｇ】

▲６▲２９▲１４▲１６▲３９５５▲４７２７▲１３５２▲３５３９前年度比【ｇ】

資 源 環 境

ごみの減量とともに資源を有効に利用するため、１人１日１０ｇのごみ減量を目標に分別方法の啓
発、資源リサイクル運動の推進、リサイクルハウスの設置助成、世界の子どもにワクチン運動、
古着・古布の回収リサイクル、割りばしのリサイクルなど１２の事業を実施しました。

資源を有効利用するために

ごみを減量しよう！

Action
02

家庭系ごみ排出量（１人１日）の推移 ごみの減量に取り組もう！

１人１日平均６ｇのごみ削減！

�
�削減効果（１人１日）

２０年度平均＝７０４ｇ ２１年度平均＝６９８ｇ

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月１１月１２月 １月 ２月 ３月

800
ｇ

550

600

650

700

750

平成２１年度

平成２０年度

●

●
●

●
●

●

●

●

●

●

●
●

◆◆ ◆◆

◆◆

◆◆
◆◆

◆◆

◆◆

◆◆

◆◆

◆◆

◆◆

◆◆

�

日常生活のちょっとした心がけが
ごみの減量につながります！

�

レジ袋の購入をやめてマイバッグに！

シャンプーなどは詰め替えの商品に！

�マイバッグを持参しよう！

�マイはしを利用しよう！

�詰め替え商品を使おう！

�生ごみの水を切ろう！

�紙ごみは資源回収に出そう！

�古着・古布は回収拠点に出そう！

�対象団体（登録団体）

新聞、雑誌は資源回収に出そう！

リサイクルハウス設置助成事
業により、集団回収事業を支
援し、ごみ減量および資源の
有効活用の促進を図りました。

キャップリサイクルでワクチンを送ろう！

�回収場所

�ペットボトルキャップの回収結果

２０年度　９，７３０kg
（ワクチン４，１６０本分）

２１年度　１１，２００kg
（ワクチン７，８３１本分）

回収されたキャップは、

専門業者により、燃料な

どにリサイクルされます

�回収後は

平成２１年度は累計１１団体に対し、設置費用の一部を助
成しました。

各小・中学校

苫小牧信用金庫各支店

各事業所             など

各町内会、学校ＰＴＡ、幼稚園 など

特集　環境に優しいライフスタイルを目指して　　　　 ライフ大作戦～０５３ステージ２～ｅｃｏ

� ２１年度
１，８５８．５kg

２０年度
１，２６０．５kg

回収された雑誌類は古紙回収業者に引き渡し、再び紙
にリサイクルされます。


